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ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
の
聖
遺
物
礼
拝
堂
に
お
け
る
蒐
集
／
芸
術
委
嘱
／
開
帳 
太
田 
智
子   
は
じ
め
に 
  
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
二
階
に
位
置
す
る
「
聖
遺
物
礼
拝
堂
」
と
称
さ
れ
る
八
角
形
プ
ラ
ン
の
礼
拝
堂
は
、
現
在
パ
ラ
テ
ィ
ー
ナ
美
術
館
の
見
学
順
路
に
組
み
込
ま
れ
、
入
口
か
ら
内
部
を
覗
き
込
む
形
で
見
学
可
能
で
あ
る
【
図
１
】。
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
は
ス
ト
ゥ
ッ
コ
装
飾
と
フ
レ
ス
コ
画
で
全
面
的
に
装
飾
さ
れ
て
お
り
【
図
２
】、
さ
ら
に
壁
面
に
並
ぶ
戸
棚
の
扉
に
は
諸
聖
人
を
表
す
八
枚
の
油
彩
画
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
【
図
３
・
４
】。 
 
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
コ
ジ
モ
一
世
の
妃
で
あ
る
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
デ
ィ
・
ト
レ
ド
（
一
五
二
二
―
六
二
）
が
一
五
五
〇
年
に
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
を
購
入
し
た
後
、
宮
殿
の
全
面
的
な
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
る
な
か
、
一
五
六
四
年
二
月
頃
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ア
ン
マ
ン
ナ
ー
テ
ィ
に
よ
り
宮
殿
二
階
に
礼
拝
堂
の
造
営
計
画
が
考
案
さ
れ
た
（
１
）
。
建
築
責
任
者
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
パ
リ
ー
ジ
は
「
一
五
六
五
年
二
月
二
日
に
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
内
の
螺
旋
階
段
脇
の
礼
拝
堂
に
て
仕
事
を
開
始
し
、
日
当
二
四
リ
ラ
を
得
た
」
と
覚
書
に
記
録
し
て
い
る
（
２
）
【
図
５
】。
こ
の
螺
旋
階
段
と
は
、
ア
ン
マ
ン
ナ
ー
テ
ィ
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
当
時
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
で
唯
一
の
大
階
段
で
あ
っ
た
。 
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
（
一
五
四
九
―
一
六
〇
九
、
在
位
一
五
八
七
―
一
六
〇
九
）
が
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ー
ナ
（
一
五
六
五
―
一
六
三
七
）
と
結
婚
し
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
を
居
城
と
し
て
以
来
、
礼
拝
堂
は
大
公
の
居
室
ア
ッ
パ
ル
空
間
タ
メ
ン
ト
の
一
部
と
な
り
、
大
公
の
没
後
（
一
六
〇
九
年
二
月
）、
礼
拝
堂
を
含
む
ア
ッ
パ
ル
タ
メ
ン
ト
は
長
男
コ
ジ
モ
二
世
（
一
五
九
〇
―
一
六
二
一
、
在
位
一
六
〇
九
―
二
一
）
の
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
ダ
ウ
ス
ト
リ
ア
（
一
五
八
九
―
一
六
三
一
）
へ
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
六
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
礼
拝
堂
は
大
公
妃
の
精
力
的
な
聖
遺
物
蒐
集
の
拠
点
と
な
り
、
礼
拝
堂
に
保
管
さ
れ
た
聖
遺
物
容
器
お
よ
び
祭
壇
調
度
品
の
数
は
、
一
六
一
六
年
に
起
草
さ
れ
大
公
妃
の
没
年
ま
で
更
新
さ
れ
た
礼
拝
堂
の
財
産
目
録
に
よ
る
と
二
六
〇
個
以
上
に
及
ん
だ （３
。 ）
い
ず
れ
も
金
や
銀
、
黒
檀
、
琥
珀
、
象
牙
、
水
晶
で
精
巧
に
作
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
聖
遺
物
箱
に
は
、
琺
瑯
細
工
や
銀
製
の
花
飾
り
、
貴
石
や
準
貴
石
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
当
時
の
高
度
な
金
銀
細
工
の
粋
が
結
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
六
一
〇
年
代
、
大
公
妃
の
主
要
な
芸
術
委
嘱
の
対
象
で
も
あ
っ
た
礼
拝
堂
に
は
、
そ
れ
自
体
が
聖
遺
物
箱
を
彷
彿
と
さ
せ
る
絢
爛
豪
華
な
装
飾
が
施
さ
れ
た
。
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ァ
ノ
・
ブ
ロ
ン
ズ
ィ
ー
ニ
・
ダ
ン
コ
ー
ナ
は
大
公
妃
へ
の
献
呈
書
『
女
性
の
尊
厳
と
高
貴
に
関
す
る
議
論
』（
一
六
二
二
、
一
六
二
四
）
に
お
い
て
礼
拝
堂
を
描
写
し
た
う
え
で
、
こ
の
様
に
数
多
く
の
聖
遺
物
や
聖
人
像
が
置
か
れ
、
美
し
い
装
飾
が
施
さ
れ
た
礼
拝
堂
は
「
ま
る
で
天
国
の
よ
う
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る （４
。 ）
一
六
一
六
年
二
月
二
日
、
聖
母
マ
リ
ア
の
お
清
め
の
祝
日
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
司
教
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
マ
ル
ツ
ィ
・
メ
デ
ィ
チ
に
よ
り
聖
別
さ
れ
て
以
降 （５
、 ）
礼
拝
堂
は
重
要
な
宗
教
行
事
が
執
り
行
わ
れ
る
場
と
な
り
、
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
装
飾
と
音
楽
に
よ
り
「
地
上
に
お
け
る
天
国
」
が
喚
起
さ
れ
た
。 
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「
過
度
な
信
心
家
」
と
従
来
否
定
的
に
見
做
さ
れ
た
大
公
妃
の
芸
術
委
嘱
は
、
ホ
ッ
ペ
が
述
べ
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
チ
家
が
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
推
進
し
た
人
文
主
義
文
化
と
明
白
に
対
比
さ
れ
長
年
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
結
果
、
彼
女
の
聖
遺
物
蒐
集
と
聖
遺
物
礼
拝
堂
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
近
年
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ッ
ペ
は
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
大
公
妃
に
よ
る
聖
遺
物
蒐
集
、
と
り
わ
け
聖
十
字
架
崇
敬
に
つ
い
て
論
じ
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
が
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
に
お
い
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
伝
統
で
あ
る
聖
十
字
架
崇
敬
を
受
け
継
ぎ
実
践
し
た
こ
と
は
、
夫
コ
ジ
モ
二
世
の
権
威
を
尊
重
し
メ
デ
ィ
チ
家
の
慣
習
に
適
応
し
な
が
ら
も
、
ト
ス
カ
ー
ナ
宮
廷
内
に
優
位
な
自
身
の
出
自
を
誇
示
し
、
有
利
な
地
位
を
得
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
た （６
。 ）
サ
ン
ガ
ー
は
二
〇
一
四
年
に
歴
代
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
の
宗
教
活
動
が
果
た
し
た
意
味
を
同
時
代
の
文
脈
か
ら
分
析
す
る
な
か
で
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
の
聖
遺
物
蒐
集
と
聖
遺
物
礼
拝
堂
に
つ
い
て
論
じ
た （７
。 ）
同
年
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
銀
器
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
聖
な
る
光
彩
―
聖
遺
物
礼
拝
堂
の
宝
物
展
」
で
は
歴
代
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ー
ナ
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ー
ヴ
ェ
レ
お
よ
び
大
公
コ
ジ
モ
三
世
が
蒐
集
し
た
聖
遺
物
と
聖
遺
物
容
器
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
た （８
。 ） 
本
稿
で
は
以
上
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
、
聖
遺
物
礼
拝
堂
に
お
い
て
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
が
行
な
っ
た
聖
遺
物
蒐
集
、
芸
術
委
嘱
そ
し
て
宗
教
儀
式
を
大
公
妃
個
人
の
信
条
に
基
づ
く
私
的
行
為
で
は
な
く
、
公
的
・
政
治
的
な
表
現
と
い
う
観
点
か
ら
総
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
聖
遺
物
礼
拝
堂
が
同
時
代
に
有
し
た
意
味
を
検
討
す
る
。 
   
一 
大
公
妃
に
よ
る
聖
遺
物
蒐
集 
 
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
ダ
ウ
ス
ト
リ
ア
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
の
四
男
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
カ
ー
ル
二
世
（
一
五
四
〇
―
九
〇
、
在
位
一
五
六
四
―
九
〇
）
と
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
・
フ
ォ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
の
末
娘
と
し
て
一
五
八
七
年
に
グ
ラ
ー
ツ
に
誕
生
し
た
。
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
は
長
男
コ
ジ
モ
二
世
を
、
ス
ペ
イ
ン
王
妃
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
妹
で
あ
り
皇
帝
ル
ド
ル
フ
二
世
の
従
妹
で
あ
る
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
と
結
婚
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
両
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
と
の
間
に
同
盟
関
係
を
築
く
こ
と
を
期
待
し
た （９
。 ）
こ
う
し
て
一
六
〇
八
年
に
結
婚
し
た
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
と
コ
ジ
モ
二
世
の
間
に
は
、
一
六
〇
九
年
八
月
に
長
女
マ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
（
１
０
）
、
一
六
一
〇
年
七
月
に
将
来
大
公
位
を
継
ぐ
長
男
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
、
一
六
一
一
年
六
月
に
枢
機
卿
と
な
る
次
男
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
カ
ル
ロ
、
そ
し
て
一
六
一
七
年
ま
で
に
更
に
五
人
の
子
供
が
誕
生
し
た
。
夫
コ
ジ
モ
二
世
が
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
姑
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ー
ナ
が
政
治
顧
問
と
し
て
執
政
に
関
与
し
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
自
身
も
次
男
誕
生
以
降
、
政
治
顧
問
に
加
わ
っ
た （１
。 １） 
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
到
着
か
ら
一
年
経
な
い
う
ち
に
聖
遺
物
蒐
集
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
一
六
〇
九
年
九
月
二
一
日
付
の
パ
ッ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ノ
枢
機
卿
か
ら
大
公
妃
宛
て
の
書
簡
の
一
節
、「
妃
殿
下
は
か
の
礼
拝
堂
を
聖
遺
物
で
飾
る
た
め
、
貴
女
様
の
お
気
に
召
さ
れ
る
も
の
を
私
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
貴
女
様
が
希
望
さ
れ
る
よ
う
な
聖
遺
物
を
入
手
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
」
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る （１
。 ２） 
大
公
妃
の
聖
遺
物
蒐
集
は
彼
女
の
「
極
め
て
特
異
な
信
仰
」
に
因
る
と
解
釈
す
る
研
究
が
後
を
絶
た
な
い
よ
う
に （１
、 ３）
し
ば
し
ば
彼
女
自
身
の
熱
狂
的
趣
味
に
起
因
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
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て
き
た
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
聖
遺
物
蒐
集
は
、
王
侯
貴
族
の
間
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
の
大
聖
堂
に
七
五
〇
〇
個
を
数
え
る
聖
遺
物
を
蒐
集
し
た
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
ラ
ス
・
デ
ス
カ
ル
サ
ス
・
レ
ア
レ
ス
修
道
院
付
属
教
会
の
主
祭
壇
背
後
に
膨
大
な
聖
遺
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
納
め
た
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
妹
フ
ア
ナ
・
デ
・
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
、
バ
リ
ャ
ド
リ
ッ
ド
の
王
宮
内
祈
祷
所
と
ア
ル
カ
サ
ル
の
祈
祷
所
に
熱
心
に
聖
遺
物
を
蒐
集
し
た
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
の
姉
、
ス
ペ
イ
ン
王
妃
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
事
例
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
サ
ン
ガ
ー
は
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
の
聖
遺
物
蒐
集
は
宮
殿
内
で
蒐
集
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
し
、
女
性
た
ち
の
間
で
聖
遺
物
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
た
の
か
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
１
４
。 ）
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
王
妃
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
は
第
一
子
誕
生
前
に
パ
リ
の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
教
会
か
ら
安
産
祈
願
の
た
め
聖
女
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
の
腰
帯
の
聖
遺
物
を
借
用
し
た
。
ま
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ー
ナ
は
長
男
コ
ジ
モ
二
世
誕
生
前
後
に
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
四
世
か
ら
聖
遺
物
を
贈
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
具
体
的
効
能
が
期
待
さ
れ
た
例
と
し
て
、
上
記
の
書
簡
よ
り
二
か
月
ほ
ど
前
、
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
出
身
の
カ
ル
メ
ル
会
修
道
女
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
デ
・
パ
ッ
ツ
ィ
（
一
六
〇
七
年
五
月
二
五
日
没
）
の
聖
遺
物
の
お
陰
で
、
発
熱
と
そ
れ
に
伴
う
苦
痛
か
ら
回
復
し
た
と
い
う
逸
話
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
大
公
妃
は
こ
の
効
能
に
感
謝
し
て
一
六
〇
九
年
七
月
二
九
日
に
修
道
女
が
眠
る
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
リ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
修
道
院
を
訪
問
し
、
一
〇
〇
ス
ク
ー
デ
ィ
を
奉
納
し
た （１
。 ５）
こ
の
最
初
期
の
事
例
と
同
様
に
、
大
公
妃
が
以
後
継
続
し
て
行
な
っ
た
聖
遺
物
蒐
集
の
第
一
義
的
目
的
は
、
結
婚
以
来
ほ
ぼ
毎
年
繰
り
返
さ
れ
た
妊
娠
・
出
産
に
伴
う
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
の
健
康
を
祈
願
す
る
た
め
、
後
に
は
、
病
弱
な
夫
コ
ジ
モ
の
治
癒
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
聖
遺
物
が
持
つ
と
信
じ
ら
れ
た
護
符
的
効
果
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
公
妃
の
聖
遺
物
収
集
は
そ
れ
ゆ
え
個
人
的
信
条
に
基
づ
く
行
為
と
も
捉
え
得
る
が
、
一
五
六
三
年
に
行
わ
れ
た
ト
レ
ン
ト
公
会
議
、
第
二
五
総
会
の
教
令
に
お
い
て
聖
人
お
よ
び
聖
遺
物
の
有
効
性
が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
聖
遺
物
崇
敬
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
、
新
た
な
関
心
を
惹
き
起
こ
し
て
い
た
と
い
う
時
代
背
景
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
（
１
６
）
。
実
際
、
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
・
ボ
ッ
ロ
メ
ー
オ
（
一
五
六
四
―
一
六
三
一
、
枢
機
卿
一
五
八
七
―
一
六
三
一
、
ミ
ラ
ノ
大
司
教
一
五
九
五
―
一
六
三
一
）
は
一
六
〇
九
年
の
説
教
で
、
聖
遺
物
は
聖
な
る
空
間
を
「
地
上
の
天
国
」
へ
と
変
容
す
る
と
述
べ
た （１
。 ７）
ボ
ッ
ロ
メ
ー
オ
に
と
っ
て
、
聖
遺
物
は
地
上
の
領
域
と
天
上
の
領
域
の
接
点
を
印
す
に
留
ま
ら
な
い
、
地
上
を
天
上
の
一
部
と
化
す
力
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
（
１
８
。 ） 
一
六
〇
九
年
以
降
、
大
公
妃
は
継
続
的
に
各
地
の
宗
教
的
権
威
や
有
力
者
を
通
し
て
聖
遺
物
を
蒐
集
し
た
。
一
六
一
〇
年
七
月
三
日
付
の
ミ
ラ
ノ
総
督
フ
エ
ン
テ
ス
公
ペ
ド
ロ
・
エ
ン
リ
ケ
ツ
・
デ
・
ア
セ
ヴ
ェ
ド
宛
の
書
簡
に
、
大
公
妃
は
「
貴
方
様
は
聖
遺
物
を
豊
富
に
お
持
ち
で
あ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
現
在
礼
拝
堂
を
装
飾
し
て
お
り
ま
し
て
、
と
り
わ
け
そ
の
様
な
も
の
〔
聖
遺
物
〕
で
豊
か
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
私
に
少
々
譲
っ
て
頂
き
た
く
貴
方
様
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
」
と
記
し
て
お
り
、
明
確
に
礼
拝
堂
を
念
頭
に
お
い
て
聖
遺
物
の
譲
渡
を
嘆
願
し
て
い
る （１
。 ９） 
一
六
一
一
年
九
月
に
は
上
述
の
ミ
ラ
ノ
大
司
教
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
・
ボ
ッ
ロ
メ
ー
オ
は
、
前
年
、
教
皇
パ
ウ
ル
ス
五
世
に
よ
り
列
聖
さ
れ
た
ば
か
り
の
従
兄
カ
ル
ロ
・
ボ
ッ
ロ
メ
ー
オ
（
一
五
三
八
―
八
四
）
の
聖
遺
物
を
ミ
ラ
ノ
か
ら
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
と
長
女
マ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
に
贈
っ
た （２
。 ０）
そ
の
一
か
月
後
に
は
、
シ
エ
ナ
大
司
教
カ
ミ
ッ
ロ
・
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
（
一
六
一
二
没
）
か
ら
シ
エ
ナ
の
聖
女
カ
テ
リ
ー
ナ
の
聖
遺
物 （２
が １
、 ）
一
六
一
六
年
に
は
ナ
ポ
リ
の
ロ
ー
－15－ 
 
マ
教
皇
大
使
パ
オ
ロ
・
エ
ミ
リ
オ
・
フ
ィ
オ
ナ
ル
デ
ィ
の
仲
介
で
モ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ル
ジ
ネ
修
道
院
か
ら
ナ
ポ
リ
の
守
護
聖
人
聖
ジ
ェ
ン
ナ
ー
ロ
の
肋
骨
の
一
部
が
、
一
六
一
七
年
一
〇
月
に
上
述
の
ミ
ラ
ノ
大
司
教
が
建
築
家
マ
ッ
テ
ー
オ
・
ニ
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
（
一
五
六
〇
／
七
〇
頃
―
一
六
四
八
）
に
委
ね
た
聖
バ
ル
ナ
バ
の
聖
遺
物
が
、
同
年
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
大
司
教
か
ら
一
二
個
の
聖
遺
物
が
、
と
次
々
に
大
公
妃
の
も
と
へ
聖
遺
物
が
贈
ら
れ
た
。
さ
ら
に
バ
イ
エ
ル
ン
公
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
（
一
五
七
三
―
一
六
五
一
、
在
位
バ
イ
エ
ル
ン
公
一
五
九
七
―
一
六
五
一
）
か
ら
時
期
は
不
明
だ
が
三
人
の
殉
教
聖
人
の
頭
部
、
即
ち
、
ケ
ル
ン
の
聖
女
ウ
ル
ス
ラ
教
会
に
由
来
す
る
一
万
千
人
の
処
女
殉
教
者
の
一
人
の
頭
部
、
テ
ー
ベ
軍
の
殉
教
聖
人
の
一
人
の
頭
部
、
そ
し
て
聖
女
ブ
リ
ギ
ッ
ト
の
頭
部
が
贈
ら
れ
た （２
。 ２） 
こ
の
様
に
し
て
蒐
集
さ
れ
た
多
様
な
聖
遺
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
最
も
重
要
な
聖
遺
物
は
殉
教
聖
人
チ
ェ
ゾ
ー
ニ
オ
の
聖
遺
体
で
あ
る
。
一
六
一
八
年
六
月
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
宛
の
書
簡
で
、
シ
ピ
オ
ー
ネ
・
カ
ッ
フ
ァ
レ
ッ
リ
・
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
枢
機
卿
は
聖
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
カ
タ
コ
ン
ベ
の
調
査
を
終
え
た
が
、
ま
た
改
め
て
調
査
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
知
ら
せ
て
い
る
。
同
年
一
〇
月
二
一
日
付
の
書
簡
は
、
枢
機
卿
の
協
力
者
で
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
デ
ル
・
ブ
ー
フ
ァ
ロ
が
難
儀
の
末
に
、
よ
う
や
く
聖
な
る
遺
体
を
確
保
で
き
た
の
で
、
大
公
妃
の
元
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
一
〇
月
一
一
日
付
で
聖
チ
ェ
ゾ
ー
ニ
オ
の
聖
遺
体
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書
が
添
付
さ
れ
（
２
３
）
た
【
図
６
】。
聖
遺
体
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
到
着
す
る
と
全
面
浮
彫
装
飾
の
施
さ
れ
た
銀
製
の
棺
に
納
め
ら
れ
、
聖
遺
物
礼
拝
堂
の
祭
壇
の
下
に
安
置
さ
れ
た
【
図
７
】。 
そ
の
後
も
聖
遺
物
蒐
集
は
継
続
さ
れ
、
一
六
一
九
年
に
は
大
公
妃
は
グ
ロ
ッ
セ
ー
ト
司
教
を
介
し
て
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
・
デ
ッ
ラ
・
ペ
ス
カ
イ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
教
会
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
ギ
ヨ
ー
ム
の
聖
遺
物
を
獲
得
す
べ
く
手
を
尽
く
し
た （２
。 ４）
し
か
し
、
聖
遺
物
を
祀
る
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の
住
民
た
ち
は
大
公
妃
の
要
求
を
容
れ
よ
う
と
せ
ず
司
教
は
交
渉
に
難
儀
し
た
。
よ
う
や
く
聖
遺
物
を
入
手
し
た
大
公
妃
は
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
こ
の
聖
遺
物
を
納
め
る
た
め
の
新
し
い
聖
遺
物
箱
を
新
調
し
た （２
。 ５） 
さ
ら
に
、
一
六
二
一
年
七
月
二
二
日
、
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
の
同
名
聖
女
で
あ
る
聖
女
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
祝
日
に
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
モ
ン
テ
枢
機
卿
（
一
五
四
九
―
一
六
二
七
）
が
贈
っ
た
同
聖
女
の
毛
髪
の
聖
遺
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
送
り
状
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。 
 
「
本
日
栄
光
に
満
ち
た
聖
女
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
祝
祭
日
に
彼
女
〔
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
〕
の
髪
の
毛
を
数
本
入
手
し
ま
し
た
。
貴
女
に
大
そ
う
な
も
の
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
の
で
、
せ
め
て
こ
の
聖
遺
物
を
貴
女
様
に
贈
呈
致
し
ま
す
。
貴
女
の
栄
光
に
満
ち
た
名
を
冠
し
て
お
り
ま
す
こ
の
聖
遺
物
が
、
貴
女
の
お
気
に
召
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。
我
ら
が
主
の
御
足
に
触
れ
ま
し
た
こ
の
髪
の
毛
を
保
管
し
、
私
の
献
身
的
な
忠
誠
心
の
印
と
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
に （２
」 ６）
。 
 
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
が
枢
機
卿
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
三
〇
年
以
上
に
渡
り
メ
デ
ィ
チ
家
に
仕
え
て
い
た
デ
ル
・
モ
ン
テ
枢
機
卿
は
、
コ
ジ
モ
二
世
亡
き
後
も
メ
デ
ィ
チ
家
へ
継
続
し
て
忠
義
を
尽
く
す
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
聖
遺
物
を
大
公
妃
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
、
聖
遺
物
が
純
粋
な
崇
敬
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
別
の
意
図
を
も
っ
て
贈
呈
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。 
大
公
妃
に
よ
る
精
力
的
な
聖
遺
物
蒐
集
に
よ
り
増
大
し
た
礼
拝
堂
の
聖
遺
物
と
聖
遺
物
容
－16－ 
 
器
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
特
別
な
機
会
に
開
帳
さ
れ
、
礼
拝
堂
に
天
国
を
思
わ
せ
る
様
な
効
果
を
醸
し
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
前
に
、
第
二
章
で
は
、
聖
遺
物
の
な
か
で
も
大
公
妃
自
身
が
発
見
し
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
点
で
重
要
な
聖
十
字
架
の
遺
物
に
言
及
し
た
い （２
。 ７） 
  
二 
大
公
妃
に
よ
る
聖
十
字
架
の
遺
物
発
見 
 
一
六
一
六
年
秋
、
夫
コ
ジ
モ
二
世
が
ロ
レ
ー
ト
の
聖 サン
な
る
タ
・
家
カ
ー
サ
へ
巡
礼
の
旅
に
出
掛
け
て
い
る
間
に
、
大
公
妃
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
近
郊
に
位
置
す
る
イ
ン
プ
ル
ネ
ー
タ
周
辺
で
狩
猟
を
楽
し
ん
だ
後
、
同
地
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
を
訪
問
し
た （２
。 ８）
こ
の
訪
問
で
大
公
妃
は
聖
十
字
架
の
断
片
を
発
見
す
る
。
こ
の
思
い
が
け
な
い
発
見
に
い
か
に
彼
女
が
興
奮
を
覚
え
た
か
は
、
巡
礼
中
の
夫
に
宛
て
た
一
一
月
四
日
付
の
書
簡
と
、
そ
れ
に
添
付
さ
れ
た
実
物
大
の
聖
十
字
架
が
描
写
さ
れ
た
素
描
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
【
図
８
】。 
 
「〔
…
〕
昨
朝
、
娘
た
ち
と
共
に
イ
ン
プ
ル
ネ
ー
タ
へ
狩
猟
に
出
掛
け
、
良
き
司
祭
が
見
せ
て
下
さ
れ
た
幾
つ
か
の
聖
遺
物
を
拝
見
し
て
お
り
ま
す
と
、
銀
の
鍔
の
つ
い
た
古
い
十
字
架
に
目
が
釘
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
非
常
に
古
い
〔
書
体
の
〕
ギ
リ
シ
ャ
語
と
ラ
テ
ン
語
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
時
間
の
経
過
に
よ
り
半
ば
損
傷
し
た
こ
れ
ら
の
文
字
を
蜜
蝋
で
塑
型
を
取
ら
せ
て
、
デ
・
マ
ロ
ニ
ー
テ
ィ
氏
と
助
祭
に
解
読
し
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
聖
ク
シ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
か
ら
送
ら
れ
た
聖
十
字
架
の
断
片
で
は
な
い
か
と
い
う
憶
測
が
浮
か
び
ま
し
た
。
陛
下
も
こ
の
聖
遺
物
の
素
描
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
通
り
、
こ
の
教
会
に
持
ち
込
ま
れ
て
か
ら
一
二
〇
〇
年
を
経
て
お
り
ま
す
。
陛
下
の
天
性
の
敬
虔
と
信
仰
心
を
承
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
様
に
貴
重
な
宝
物
、
こ
の
記
念
品
の
獲
得
に
お
喜
び
頂
け
ま
す
よ
う
私
が
こ
の
素
描
を
ご
送
付
差
し
上
げ
ま
し
た
。
ト
ス
カ
ー
ナ
全
土
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
古
く
こ
れ
ほ
ど
高
名
な
代
物
は
恐
ら
く
他
に
無
い
で
し
ょ
う
。
〔 （
…
〕
２
９
）
」 
 
伝
承
に
よ
る
と
ブ
オ
ン
デ
ル
モ
ン
テ
ィ
家
の
分
家
出
身
で
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
傭
兵
隊
長
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ス
コ
ラ
ー
リ
通
称
ピ
ッ
ポ
・
ス
パ
ー
ノ
（
一
三
六
九
―
一
四
二
六
）
が
こ
の
貴
重
な
聖
十
字
架
の
断
片
を
教
会
に
寄
贈
し
た
が
、
盗
難
を
恐
れ
て
壁
の
窪
み
に
隠
さ
れ
た
の
ち
忘
れ
去
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
教
会
の
修
復
拡
張
工
事
の
最
中
で
あ
っ
た
一
五
九
三
年
に
恐
ら
く
再
発
見
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
時
に
は
大
公
妃
が
注
目
し
た
程
の
重
要
性
を
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。 
大
公
妃
は
な
ぜ
こ
れ
程
ま
で
に
聖
十
字
架
の
発
見
に
関
心
を
抱
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
君
主
た
ち
は
、
と
り
わ
け
同
家
出
身
の
最
初
の
皇
帝
で
あ
る
ル
ド
ル
フ
一
世
（
一
二
一
八
―
九
一
）
を
模
範
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敬
虔
な
る
君
主
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
創
出
し
た （３
。 ０）
そ
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認
し
た
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
の
母
ヘ
レ
ナ
を
観
念
上
の
母
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
先
祖
と
見
做
し
、
ヘ
レ
ナ
が
三
二
六
年
に
カ
ル
ヴ
ァ
リ
オ
山
で
発
見
し
た
聖
十
字
架
の
遺
物
を
所
有
す
る
こ
と
が
一
族
の
願
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
に
と
っ
て
、
聖
十
字
架
の
遺
物
を
発
見
す
る
と
い
う
行
為
は
、
自
ら
を
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
先
祖
で
あ
る
聖
女
ヘ
レ
ナ
に
重
ね
合
わ
せ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
出
身
と
い
う
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
広
く
公
に
、
そ
し
て
深
く
ト
ス
カ
ー
ナ
の
地
に
刻
む
行
為
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
ビ
ア
ン
キ
ー
ニ
に
よ
る
と
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
は
、
盲
目
に
な
っ
た
娘
が
聖
母
の
ヴ
－17－ 
 
ェ
ー
ル
の
断
片
に
触
れ
た
の
ち
奇
蹟
的
に
視
力
を
回
復
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、
こ
の
聖
十
字
架
の
遺
物
の
た
め
、
宮
廷
付
金
細
工
師
コ
ジ
モ
・
メ
ル
リ
ー
ニ
・
イ
ル
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
に
銀
製
の
聖
遺
物
容
器
の
制
作
を
依
頼
し
、
一
六
二
〇
年
に
イ
ン
プ
ル
ネ
ー
タ
の
教
会
に
寄
贈
し
た
（
３
１
）
【
図
９
】。
こ
の
聖
遺
物
容
器
は
主
祭
壇
右
手
に
設
置
さ
れ
、
以
来
「
十
字
架
の
小
神
殿
（T
em
p
ietto
 d
ella C
ro
ce
）」
と
呼
称
さ
れ
た
（
３
２
）
。
こ
の
設
置
場
所
は
主
祭
壇
左
手
に
位
置
し
イ
ン
プ
ル
ネ
ー
タ
の
聖
母
信
仰
の
中
核
で
あ
る
「
聖
母
の
小
神
殿
（T
em
p
ietto
 d
ella V
erg
in
e
）」
と
対
を
成
す
こ
と
か
ら
、
イ
ン
プ
ル
ネ
ー
タ
の
聖
母
信
仰
に
並
ぶ
重
要
性
が
こ
の
聖
十
字
架
の
遺
物
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 
  
三 
聖
遺
物
礼
拝
堂
に
お
け
る
芸
術
委
嘱 
（
一
） 
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
お
よ
び
ド
ラ
ム
の
装
飾 
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
時
代
に
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
の
聖
遺
物
礼
拝
堂
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
は
ス
ト
ゥ
ッ
コ
装
飾
と
フ
レ
ス
コ
画
に
よ
り
飾
ら
れ
、
床
面
に
は
大
理
石
が
敷
か
れ
、
特
大
の
豪
華
な
聖
遺
物
箱
の
内
部
そ
の
も
の
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た （３
。 ３）
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
中
央
に
は
《
聖
母
戴
冠
》
が
描
か
れ
、
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
飛
翔
す
る
プ
ッ
ト
ー
四
人
と
座
す
プ
ッ
ト
ー
四
人
が
交
互
に
配
さ
れ
、
各
々
の
下
に
聖
母
の
生
涯
か
ら
採
ら
れ
た
八
場
面
《
誕
生
》、《
神
殿
奉
献
》、《
聖
母
の
結
婚
》、《
受
胎
告
知
》、《
御
訪
問
》、《
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
》、《
聖
母
の
死
》、
《
聖
母
被
昇
天
》
が
交
互
に
配
さ
れ
た
八
角
形
と
台
形
の
枠
の
な
か
に
表
さ
れ
て
い
る
【
図
２
】。
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
下
部
の
円
筒
形
壁
ド
ラ
ム
に
は
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
の
同
名
聖
女
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
生
涯
か
ら
採
ら
れ
た
七
場
面
《
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
》、《
ラ
ザ
ロ
の
復
活
》、《
キ
リ
ス
ト
の
足
元
に
い
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》、《
祈
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》、《
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
公
の
洗
礼
》、《
天
使
に
運
ば
れ
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》、
そ
し
て
《
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
最
後
の
聖
体
拝
領
》
が
横
長
の
長
方
形
画
面
に
表
さ
れ
て
い
る
。 
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
改
築
に
関
す
る
一
六
一
〇
年
代
の
帳
簿
記
録
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
礼
拝
堂
の
フ
レ
ス
コ
画
装
飾
に
関
す
る
正
確
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
カ
ン
パ
ー
ニ
の
研
究
は
こ
の
装
飾
の
委
嘱
に
関
す
る
最
初
期
の
手
掛
り
を
明
ら
か
に
し
た
。
即
ち
、
宮
殿
改
築
の
責
任
者
ミ
ケ
ー
レ
・
カ
ッ
チ
ー
ニ
が
「
大
公
妃
の
部
屋
に
」
使
用
す
る
た
め
画
家
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ポ
ッ
チ
ェ
ッ
テ
ィ
（
一
五
四
八
―
一
六
一
二
）
に
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
へ
一
〇
〇
個
の
真
珠
母
貝
を
送
付
す
る
よ
う
コ
ジ
モ
・
ラ
テ
ィ
ー
ニ
に
依
頼
す
る
一
六
一
二
年
六
月
七
日
付
の
書
簡
の
な
か
で
、
画
家
は
こ
の
時
「
絵
画
と
ス
ト
ゥ
ッ
コ
装
飾
そ
の
他
で
上
述
の
部
屋
の
礼
拝
堂
の
丸
天
井
」
を
装
飾
す
る
こ
と
に
従
事
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る （３
。 ４）
た
だ
し
、
先
行
研
究
は
フ
レ
ス
コ
画
装
飾
に
は
ポ
ッ
チ
ェ
ッ
テ
ィ
の
様
式
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ポ
ッ
チ
ェ
ッ
テ
ィ
の
他
、
複
数
の
画
家
の
筆
跡
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
意
見
で
一
致
し
て
い
る
。
お
よ
そ
六
か
月
後
の
一
二
月
二
一
日
付
の
書
簡
で
、
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
は
メ
デ
ィ
チ
家
の
ロ
ー
マ
駐
在
大
使
ピ
エ
ロ
・
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
壁
画
装
飾
に
つ
い
て
過
去
形
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
既
に
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天
井
と
ド
ラ
ム
の
フ
レ
ス
コ
画
は
完
成
し
て
い
た
か
、
も
し
く
は
完
成
間
近
の
段
階
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る （３
。 ５） 
 
 
（
二
） 
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
と
チ
ー
ゴ
リ
に
よ
る
祭
壇
画 
 
右
記
の
一
六
一
二
年
一
二
月
二
一
日
付
の
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
宛
書
簡
の
な
か
で
、
大
公
妃
は
続
け
て
礼
拝
堂
の
祭
壇
の
た
め
、
彼
女
が
当
代
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
最
も
優
れ
た
画
家
と 
－18－ 
 
評
し
て
い
た
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
カ
ル
デ
ィ
通
称
チ
ー
ゴ
リ
（
一
五
五
九
―
一
六
一
三
）
と
ド
メ
ニ
コ
・
ク
レ
ス
テ
ィ
通
称
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
（
一
五
五
九
―
一
六
三
八
）
に
そ
れ
ぞ
れ
《
聖
母
被
昇
天
》
と
《
聖
霊
降
臨
》
を
主
題
と
す
る
小
さ
な
絵
画
作
品
を
委
嘱
す
る
よ
う
依
頼
し
た （３
。 ６）
こ
の
委
嘱
の
経
緯
に
つ
い
て
は
メ
デ
ィ
チ
宮
廷
の
秘
書
ク
ル
ツ
ィ
オ
・
ピ
ッ
ケ
ナ
と
ロ
ー
マ
駐
在
大
使
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
が
詳
細
を
伝
え
て
い
る
（
３
７
）
。
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
宛
の
一
六
一
二
年
一
二
月
二
一
日
付
の
書
簡
で
、
ピ
ッ
ケ
ナ
は
制
作
す
べ
き
絵
画
と
同
寸
の
用
紙
二
枚
を
添
付
し
、
画
家
に
渡
す
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
二
人
の
画
家
は
数
日
後
、
光
源
の
位
置
な
ど
祭
壇
に
関
す
る
よ
り
正
確
な
情
報
を
求
め
た
。
ピ
ッ
ケ
ナ
は
一
六
一
三
年
一
月
五
日
付
ロ
ー
マ
駐
在
大
使
宛
の
書
簡
で
、
ジ
ュ
ー
リ
オ
・
パ
リ
ー
ジ
が
描
い
た
礼
拝
堂
の
平
面
図
【
図
１０
】
に
祭
壇
の
高
さ
と
礼
拝
堂
の
窓
の
位
置
と
高
さ
に
関
す
る
情
報
を
添
え
た
上
で
、「
大
公
妃
様
は
あ
の
よ
う
な
ご
性
格
で
す
の
で
、
完
成
し
た
作
品
を
早
く
ご
覧
に
な
り
た
い
ご
様
子
で
す
」
と
述
べ
て
絵
画
制
作
を
急
か
す
よ
う
求
め
た
。
そ
し
て
、
チ
ー
ゴ
リ
の
《
聖
母
被
昇
天
》
と
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
の
《
聖
霊
降
臨
》
は
礼
拝
堂
の
同
一
の
祭
壇
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
祭
壇
の
た
め
に
「
大
公
妃
様
は
様
々
な
絵
画
作
品
を
制
作
さ
せ
て
い
ま
す
。〔
…
〕
と
い
う
の
も
、
祝
祭
毎
に
相
応
し
い
絵
画
を
設
置
す
る
ご
意
向
を
お
持
ち
な
の
で
す
」
と
説
明
し
た
。
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
書
簡
か
ら
一
六
一
三
年
一
月
一
九
日
に
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
は
既
に
「
礼
拝
堂
の
た
め
の
作
品
制
作
を
開
始
」
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
の
《
聖
霊
降
臨
》
は
数
か
月
の
う
ち
に
完
成
し
、
一
六
一
三
年
四
月
一
九
日
付
の
ピ
ッ
ケ
ナ
の
書
簡
に
よ
る
と
「
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
の
作
品
の
〔
入
っ
た
〕
小
箱
」
は
既
に
大
公
妃
の
部
屋
に
届
け
ら
れ
、
五
月
二
日
付
の
書
簡
に
よ
る
と
「
完
全
に
彼
女
の
お
気
に
召
め
さ
れ
た
」。
そ
し
て
画
家
へ
の
報
酬
六
〇
ス
ク
ー
デ
ィ
の
支
払
い
を
報
告
す
る
六
月
一
五
日
付
の
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
書
簡
が
続
く
。
他
方
、
チ
ー
ゴ
リ
は
《
聖
母
被
昇
天
》
を
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
一
六
一
三
年
六
月
七
日
に
ロ
ー
マ
駐
在
大
使
は
メ
デ
ィ
チ
宮
廷
の
第
一
書
記
ベ
リ
サ
リ
オ
・
ヴ
ィ
ン
タ
に
「
画
家
チ
ー
ゴ
リ
は
発
熱
で
瀕
死
の
状
態
に
あ
り
ま
す
」
と
記
し
、
翌
日
に
は
一
四
日
間
の
闘
病
の
末
に
没
し
た
と
い
う
悲
報
を
伝
え
た
。
チ
ー
ゴ
リ
の
訃
報
に
接
し
た
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
は
、
彼
の
工
房
に
未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
た
作
品
と
そ
の
準
備
素
描
を
回
収
す
る
よ
う
大
使
に
命
じ
た
。
六
月
二
四
日
付
の
ピ
ッ
ケ
ナ
の
書
簡
か
ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
到
着
し
た
チ
ー
ゴ
リ
の
作
品
を
大
公
妃
が
全
く
気
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
公
妃
は
そ
の
後
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ビ
リ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
に
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
両
作
品
と
も
今
日
所
在
不
明
と
さ
れ
て
お
り
、
作
品
同
定
の
た
め
更
な
る
調
査
を
要
す
る
。 
 
（
三
）
戸
棚
扉
の
八
枚
の
油
彩
画 
 
聖
遺
物
箱
を
納
め
て
い
た
戸
棚
の
扉
の
装
飾
は
、
礼
拝
堂
が
聖
別
さ
れ
た
後
で
あ
る
一
六
一
八
年
に
大
公
妃
か
ら
画
家
た
ち
に
委
嘱
さ
れ
た
。
一
六
一
八
年
九
月
一
九
日
付
ジ
ュ
ー
リ
オ
・
パ
リ
ー
ジ
か
ら
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
宛
に
書
か
れ
た
数
オ
ン
ス
の
蒼
色
を
要
望
す
る
書
簡
に
は
「
大
公
妃
様
の
礼
拝
堂
に
飾
る
八
枚
の
絵
画
作
品
を
制
作
す
る
画
家
た
ち
の
た
め
に
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
七
年
に
コ
ン
テ
ィ
に
よ
り
公
刊
さ
れ
た
こ
の
書
簡
に
は
、
八
枚
の
油
彩
画
の
制
作
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
３
８
）
。
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
タ
ル
キ
ア
ー
ニ
に
よ
る
《
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
》
と
《
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
》【
図
３
】
は
一
六
一
〇
年
の
長
男
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
の
洗
礼
を
含
め
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
の
子
供
た
ち
の
幾
人
か
が
こ
の
礼
拝
堂
で
受
洗
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
、
大
公
妃
自
身
お
よ
び
大
公
一
家
に
と
っ
て
意
義
深
い
主
題
で
あ
る
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
９
）
。
フ
ァ
ブ
リ
ツ
ィ
オ
・
ボ
ス
キ
に
よ
る
《
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
》
と
《
受
胎
告
知
の
聖
母
》【
図
３
】
は
、
サ
ン
テ
ィ
・
デ
ィ
・
テ
ィ
ー
ト
に
よ
る
《
受
胎
告
知
》（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
）
か
ら
の
影
響
が
－19－ 
 
指
摘
さ
れ
て
い
る
他
、
サ
ン
テ
ィ
ッ
シ
マ
・
ア
ン
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
ー
タ
聖
堂
の
こ
の
主
題
を
表
し
た
奇
蹟
の
聖
画
像
へ
の
信
仰
を
示
唆
す
る
と
共
に
、
受
胎
告
知
が
実
際
に
生
じ
た
聖 サン
な
る
タ
・
家
カ
ー
サ
へ
の
大
公
妃
の
巡
礼
（
一
六
一
三
）
を
記
念
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
４
０
）
。
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ビ
リ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
に
よ
る
《
聖
コ
ス
マ
》
と
《
聖
ダ
ミ
ア
ー
ノ
》【
図
４
】
は
共
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
守
護
聖
人
と
し
て
繰
り
返
し
描
か
れ
て
き
た
主
題
で
あ
る
。《
聖
コ
ス
マ
》
の
準
備
素
描
は
ウ
フ
ィ
ッ
ツ
ィ
美
術
館
版
画
素
描
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（in
v. N
. 96
5
8
F
）。
ゲ
ハ
ル
ト
・
エ
ワ
ル
ド
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
作
品
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ビ
ア
ン
キ
が
著
し
た
ビ
リ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
伝
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
４
１
）
。
マ
ッ
テ
ー
オ
・
ロ
ッ
セ
ッ
リ
は
《
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》
と
《
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
》
を
制
作
し
た
【
図
４
】。
制
作
と
同
年
の
一
六
一
八
年
八
月
に
大
公
妃
は
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
聖
痕
を
受
け
た
地
ラ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
を
訪
問
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
聖
地
訪
問
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
４
２
）
。
ウ
フ
ィ
ッ
ツ
ィ
美
術
館
版
画
素
描
室
に
は
、
両
作
品
の
た
め
の
準
備
素
描
（inv. N
. 9
7
2
8
F
v
）
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。 
以
上
、
大
公
妃
の
委
嘱
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
聖
遺
物
礼
拝
堂
の
装
飾
は
、
天
井
装
飾
が
大
公
妃
の
聖
母
マ
リ
ア
と
同
名
聖
女
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
へ
の
信
仰
に
基
づ
き
、
主
祭
壇
は
祝
祭
毎
に
相
応
し
い
聖
画
像
に
架
け
替
え
ら
れ
、
壁
面
に
並
ぶ
戸
棚
扉
の
油
彩
画
は
天
井
装
飾
と
呼
応
し
た
大
公
妃
個
人
の
信
仰
と
記
憶
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
伝
統
、
大
公
一
家
の
歴
史
を
記
念
す
る
、
注
意
深
く
考
案
さ
れ
た
装
飾
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。 
    
四 
聖
遺
物
礼
拝
堂
の
使
用 
 
聖
遺
物
礼
拝
堂
は
、
実
際
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ァ
ノ
・
ブ
ロ
ン
ズ
ィ
ー
ニ
の
『
女
性
の
尊
厳
と
高
貴
に
関
す
る
議
論
』
に
よ
る
と
、
毎
日
の
ミ
サ
に
加
え
て
、
主
要
な
祝
祭
と
聖
母
マ
リ
ア
に
纏
わ
る
全
祝
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
聖
務
日
課
、
ミ
サ
、
晩
課
、
連
祷
が
唱
え
ら
れ
た
（
４
３
）
。
例
え
ば
一
六
一
六
年
、
聖
遺
物
礼
拝
堂
が
聖
別
さ
れ
た
後
は
じ
め
て
の
聖
木
曜
日
に
は
、
礼
拝
堂
で
ミ
サ
が
挙
げ
ら
れ
た
後
、
宮
殿
内
部
で
聖
体
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
行
列
が
行
わ
れ
た
（
４
４
）
。
行
列
は
礼
拝
堂
か
ら
宮
殿
中
央
中
庭
へ
続
く
大
階
段
を
下
り
て
中
庭
を
一
周
し
、
再
び
礼
拝
堂
の
客
間
へ
戻
る
と
い
う
行
程
が
と
ら
れ
た
。
大
公
コ
ジ
モ
二
世
は
サ
ン
ト
・
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
騎
士
グ
ラ
ン
団
長
マ
エ
ス
ト
ロ
の
衣
装
を
着
て
貴
族
や
聖
職
者
の
一
団
と
と
も
に
行
列
を
導
き
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ー
ナ
、
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
、
大
公
家
の
子
息
た
ち
、
大
公
妃
の
女
性
宮
廷
人
が
聖
体
の
あ
と
に
続
い
た
。
こ
の
小
規
模
な
巡
行
は
、
コ
ジ
モ
二
世
が
当
時
宮
殿
の
外
へ
出
る
に
は
あ
ま
り
に
体
力
的
に
衰
弱
し
て
い
た
こ
と
に
配
慮
し
て
、
そ
れ
以
前
は
市
内
で
実
施
さ
れ
て
い
た
儀
式
に
代
わ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
教
皇
ピ
ウ
ス
五
世
が
一
五
七
〇
年
に
コ
ジ
モ
一
世
に
戴
冠
し
た
大
公
冠
を
含
め
様
々
な
宝
飾
品
で
飾
ら
れ
た
礼
拝
堂
の
客
間
は
、
サ
ン
ト
・
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
騎
士
団
長
の
衣
装
と
共
に
、
大
公
の
権
力
を
目
に
見
え
る
形
で
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 
同
年
一
〇
月
二
五
日
に
大
公
コ
ジ
モ
二
世
が
健
康
回
復
祈
願
の
た
め
ロ
レ
ー
ト
の
聖
な
る
家
へ
巡
礼
の
旅
に
出
か
け
る
と
、
大
公
妃
は
直
ち
に
聖
遺
物
礼
拝
堂
に
お
い
て
ク
ア
ラ
ン
ト
ー
レ
祈
祷
を
開
始
さ
せ
、
コ
ジ
モ
が
巡
礼
旅
行
中
の
四
週
間
、
間
断
な
く
実
施
さ
れ
た
（
４
５
）
。 
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ァ
ノ
・
ブ
ロ
ン
ズ
ィ
ー
ニ
は
翌
一
六
一
七
年
の
聖
木
曜
日
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
公
は
祝
祭
の
た
め
聖
遺
物
礼
拝
堂
か
ら
聖
体
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
宮
殿
内
の
別
の
－20－ 
 
部
屋
に
移
動
す
る
許
可
を
教
皇
か
ら
得
て
、
大
公
妃
は
聖
体
安
置
所
の
置
か
れ
た
そ
の
部
屋
を
大
変
豪
華
に
飾
り
立
て
た
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
聖
遺
物
礼
拝
堂
で
は
聖
木
曜
日
か
ら
聖
土
曜
日
ま
で
ク
ア
ラ
ン
ト
ー
レ
祈
祷
を
行
わ
せ
、
通
常
は
高
位
聖
職
者
の
み
に
開
か
れ
る
聖
遺
物
の
戸
棚
が
そ
の
期
間
中
開
帳
さ
れ
、
祈
祷
に
訪
れ
た
人
々
を
驚
か
せ
た
と
い
う
。
そ
し
て
ブ
ロ
ン
ズ
ィ
ー
ニ
は
、
そ
の
状
況
に
感
銘
を
受
け
た
様
子
で
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
を
「
居
城
・
宮
殿
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
教
会
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
４
６
）
。 
さ
ら
に
翌
一
六
一
八
年
の
聖
木
曜
日
に
は
ジ
ュ
ー
リ
オ
・
パ
リ
ー
ジ
が
礼
拝
堂
内
を
装
飾
し
、
祭
壇
中
央
に
は
布
の
上
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
顔
を
表
す
小
さ
な
絵
画
、
聖 ヴォ
な
る
ル
ト
・
顔
サ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
。
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
が
所
有
し
た
宝
物
の
中
で
も
と
り
わ
け
崇
敬
さ
れ
た
こ
の
絵
画
は
、
聖
木
曜
日
の
数
週
間
前
の
二
月
一
四
日
に
ピ
エ
ト
ロ
・
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
が
大
公
妃
に
贈
っ
た
も
の
だ
っ
た
（
４
７
）
。
こ
の
時
の
礼
拝
堂
の
様
子
を
書
き
留
め
た
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
テ
ィ
ン
ギ
の
宮
廷
日
誌
に
よ
る
と
、
テ
ィ
ン
ギ
が
敬
意
の
念
を
も
っ
て
見
つ
め
た
ヴ
ォ
ル
ト
・
サ
ン
ト
の
周
囲
に
は
数
多
く
の
小
さ
な
灯
篭
が
置
か
れ
壁
面
の
戸
棚
を
照
ら
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
機
会
に
開
帳
さ
れ
た
戸
棚
の
中
の
聖
遺
物
箱
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
比
較
的
小
さ
な
空
間
に
こ
れ
程
多
く
の
宝
物
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
様
子
は
、「
ま
る
で
天
国
が
出
現
し
た
か
の
よ
う
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
４
８
）
。 
こ
う
し
た
宗
教
儀
式
に
加
え
、
礼
拝
堂
で
は
宗
教
劇
も
上
演
さ
れ
た
。
一
六
一
九
年
の
復
活
祭
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
訪
問
中
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
た
め
に
宗
教
劇
が
上
演
さ
れ
、
聖
遺
物
礼
拝
堂
が
信
仰
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
政
治
目
的
で
用
い
ら
れ
る
演
劇
的
空
間
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
（
４
９
）
。 
  
結
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本
稿
で
は
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
の
聖
遺
物
礼
拝
堂
を
軸
に
、
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
ダ
ウ
ス
ト
リ
ア
が
未
亡
人
と
な
る
以
前
に
主
体
的
に
行
な
っ
た
聖
遺
物
蒐
集
、
芸
術
委
嘱
、
宗
教
儀
式
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 
聖
遺
物
礼
拝
堂
は
、
日
々
の
ミ
サ
を
通
し
て
ト
ス
カ
ー
ナ
宮
廷
の
日
常
的
営
み
に
組
み
込
ま
れ
た
だ
け
で
な
く
、
重
要
な
宗
教
儀
式
の
拠
点
と
も
な
り
、
更
に
は
当
時
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
唯
一
の
大
階
段
の
脇
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
、
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
を
訪
問
す
る
全
て
の
賓
客
が
真
っ
先
に
目
に
す
る
重
要
な
空
間
で
も
あ
っ
た
。
大
公
妃
は
こ
の
礼
拝
堂
を
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
随
一
の
芸
術
家
た
ち
に
装
飾
さ
せ
、
各
地
の
宗
教
的
権
威
、
有
力
者
を
通
し
て
獲
得
し
た
聖
遺
物
を
豪
奢
な
聖
遺
物
箱
に
入
れ
て
安
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ス
カ
ー
ナ
宮
廷
に
お
け
る
自
ら
の
権
威
を
最
大
限
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
大
公
妃
の
活
動
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
歴
代
君
主
の
活
動
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
一
見
「
過
度
な
信
心
家
に
よ
る
活
動
」
と
映
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
同
時
代
の
文
化
的
社
会
的
文
脈
を
考
慮
に
入
れ
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
動
は
、
対
抗
宗
教
改
革
時
代
の
女
性
支
配
者
と
し
て
同
時
代
の
機
運
を
非
常
に
敏
感
に
察
知
し
、
そ
れ
に
対
応
し
、
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
と
し
て
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
出
身
者
と
し
て
実
行
す
る
冷
徹
な
配
慮
が
伴
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
聖
遺
物
礼
拝
堂
は
不
可
欠
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。 
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（
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1
4
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（
１５
）
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
に
よ
る
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
デ
・
パ
ッ 
ツ
ィ
の
伝
記
（
一
六
〇
九
）
に
感
銘
を
受
け
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
枢 
機
卿
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
修
道
院
を
訪
問
し
、修
道
女
列
福
を
発
案
し
た（
一
六
一
〇
）。 
修
道
女
が
生
涯
に
行
っ
た
奇
蹟
を
示
す
証
拠
の
蒐
集
及
び
調
査
が
始
め
ら
れ
、
一
六 
一
四
年
ま
で
に
集
め
ら
れ
た
記
録
文
書
は
大
公
夫
妻
の
書
簡
等
を
添
付
し
て
ロ
ー
マ 
に
発
送
さ
れ
、
教
皇
庁
に
お
い
て
列
福
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
大
公
妃
は
列
福
に 
－22－ 
 
有
利
に
働
く
よ
う
様
々
な
枢
機
卿
と
書
簡
を
交
わ
し
た
。
一
六
二
六
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ 
ェ
で
開
催
さ
れ
た
デ
・
パ
ッ
ツ
ィ
の
列
福
式
に
は
大
公
一
家
全
員
揃
っ
て
出
席
し
た
。 
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1
5
; id., 2
0
1
4
, pp
.8
0
-82
. 
（
２８
）
イ
ン
プ
ル
ネ
ー
タ
の
聖
母
信
仰
は
、
水
源
を
祀
る
た
め
に
水
を
司
る
女
神
と
し
て
生 
ま
れ
た
地
元
の
民
間
信
仰
に
由
来
し
、
聖
母
マ
リ
ア
が
そ
れ
を
代
替
し
た
後
、
水
の 
制
御
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
災
難
、
困
難
か
ら
町
を
防
御
す
る
砦
と
し
て
機
能
し 
た
。
マ
ッ
テ
ー
オ
・
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
ニ
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
最
初
の
行
列
は
、
一
三
四 
八
年
に
起
き
た
黒
死
病
か
ら
数
年
後
の
一
三
五
四
年
で
、
干
ば
つ
に
纏
わ
る
も
の
で 
あ
っ
た
。
一
三
五
四
年
か
ら
一
五
四
〇
年
の
間
に
行
わ
れ
た
行
列
は
二
五
回
に
も
の 
ぼ
り
（
内
六
回
は
ペ
ス
ト
撲
滅
の
為
）、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
か
け 
て
一
四
回
は
政
治
的
理
由
に
因
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
間
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
運
ば
れ 
た
聖
母
像
に
は
多
様
な
奉
納
品
が
捧
げ
ら
れ
た
。
コ
ジ
モ
一
世
時
代
に
行
わ
れ
た
行 
列
は
一
五
三
八
・
一
五
四
七
年
の
二
度
だ
け
だ
っ
た
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・ 
ロ
レ
ー
ナ
と
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
ダ
ウ
ス
ト
リ
ア
の
摂
政
期
（
一
六
二
一
― 
二
八
）
に
イ
ン
プ
ル
ネ
ー
タ
の
聖
母
信
仰
が
再
度
見
直
さ
れ
、
一
六
三
〇
年
の
ペ
ス 
ト
禍
で
は
大
行
列
が
組
ま
れ
た
。R
o
n
d
in
elli, F., R
ela
zio
n
e d
el con
ta
g
io
 sta
to
 in
 
F
irenze l’anno 1630 e 1633. C
on un breve ragguaglio della m
iracolosa im
m
agine 
della M
adonna dell’Im
p
runeta
, 
F
iren
ze, 
G
.B
.L
an
d
in
i, 
1
6
3
4
; 
C
aso
tti, 
G
. 
B
. 
M
em
orie istoriche della m
iracolosa im
m
agine di M
aria Vergine dell’Im
pruneta
, 
F
iren
ze, G
. M
an
n
i, 17
1
4
; B
ian
ch
in
i, R
., L’Im
pruneta paese e santuario
, F
iren
ze, 
L
ib
reria E
d
. F
io
ren
tin
a, 1
9
3
2
; P
ro
to
 P
isan
i, R
o
san
n
a C
aterin
a, M
u
seo
 d
i S
a
n
ta
 
M
a
ria
 all’Im
pruneta
, 
C
alen
zan
o
, 
1
9
9
6
; 
P
ro
to
 P
isani, R
osanna C
aterina, “L
a 
M
adonna dell’Im
pruneta”, in C
o
llo
q
u
i d
a
va
n
ti a
lla
 m
a
d
re, 2
0
0
4
. 
（
２９
）A
S
F
i, 
M
ed
iceo
 
d
el 
P
rin
cip
ato
, 
6
0
7
1
, 
s.n
.; T
archi, R
., “U
na lettera di M
aria 
 
－23－ 
 
M
addalena d’A
ustria su
lla reliq
u
ia d
ella S
an
ta C
ro
ce in
 S
. M
aria Im
pruneta”, in  
«R
ivista d’A
rte»
 4
1
(19
8
9
), pp
.1
59
-1
6
5
; H
o
p
p
e, 20
11
, p
.2
2
7
. 
（
３０
）C
o
reth
, A
., P
ieta
s A
u
stria
ca
, tran
slated
 b
y
 W
illiam
 D
. B
o
w
m
an
 an
d
 A
n
n
a M
aria 
 
L
eitg
eb
, 2
0
04
. 
（
３１
）B
ian
ch
in
i, p
p
.7
1
-73
. 
（
３２
）R
o
ssi, 
M
., 
“F
ran
cesco
 
B
raccio
lin
i, 
C
o
sim
o
 
M
erlin
i 
e 
il 
cu
lto
 
m
ed
iceo
  
 
 
 
 
d
ella C
ro
ce: 
R
ico
stru
zion
i g
en
ealo
g
ich
e, fig
u
rativ
e, architetto
n
ich
e”, in
 «
S
tu
d
i  
S
ecen
tesch
i»
, 4
2
, 2
0
0
1
,pp
.2
11
-7
6
; H
o
p
p
e, 2
0
11
, p
p
.2
27
-3
2
. 
（
３３
）G
o
ld
en
b
erg
 S
to
p
p
ato
, p
.3
7
; C
h
iarin
i, M
., ‘L
a cappella delle R
eliquie’, in P
a
la
zzo
 
 
 
 
 Vecchio: l’arte e la storia
, ed
. M
arco
 C
h
iarin
i, F
iren
ze, 2
0
0
0
, pp
.5
4
-6
; S
an
g
er, 
2
0
1
4
, p
.8
5
. 
（
３４
）A
S
F
i, G
u
ard
aro
b
a M
ed
icea, 3
0
8
, c.4
4
6
; Sa
cri S
p
len
d
o
ri, P.3
4
. 
（
３５
）A
S
F
i, M
ed
icea d
el P
rin
cip
ato
, 3
5
0
6
, c.n
.n
.; S
cri S
p
len
d
o
ri, p
.38
. 
（
３６
）
ス
ペ
イ
ン
王
妃
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
一
七
世
紀
初
め
バ
リ
ャ
ド
リ
ッ
ド
に
宮
廷
が
お
か 
れ
た
時
期
（
一
六
〇
一
―
〇
六
）
に
設
立
し
た
跣
足
派
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
院 
ラ
ス
・
デ
ス
カ
ル
サ
ス
修
道
院
を
飾
る
た
め
、
妹
で
あ
る
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
に
作 
品
制
作
を
依
頼
し
た
。
大
公
妃
は
こ
の
時
チ
ー
ゴ
リ
と
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
を
当
世
フ 
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
り
最
も
優
れ
た
画
家
で
あ
る
と
評
し
た
の
で
あ
る
。
大
公
夫
妻 
と
姑
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
は
一
六
一
〇
年
五
月
一
七
日
に
宗
教
画
三
〇
枚
の
制
作
を
一 
九
人
の
ト
ス
カ
ー
ナ
人
画
家
に
依
頼
し
た
。
ス
ト
ッ
パ
ー
ト
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の 
作
品
は
、ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
の
次
男
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ（
一 
五
八
四
―
一
六
一
四
）
に
カ
ペ
ス
ト
ラ
ー
ノ
の
領
土
を
譲
渡
す
る
協
議
が
進
行
中
の 
一
六
一
一
年
夏
に
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
元
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷 
と
メ
デ
ィ
チ
宮
廷
の
間
で
慣
例
化
し
て
い
た
様
に
、
外
交
交
渉
の
手
段
と
し
て
送
ら 
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。C
fr. 
N
issm
an
, 
p
p
.1
8
0
-8
1
; 
G
o
ld
b
erg
, 
E
d
w
ard
 
L
. 
“A
rtistic relations betw
een the M
edici and S
panish courts, 1587
-1621: P
art II”, 
 
«
T
h
e B
u
rlin
g
to
n
 M
ag
azin
e»
, 1
3
8, 1
9
9
6
, p
.5
3
7, n
. 5
1
; G
o
ld
en
b
erg
 S
to
p
p
ato
, L
.,  
“D
ipinti fiorentini per L
as D
escalzas R
eales e altri doni alla S
pagna”, in L
a
 M
o
rte 
 
e la
 G
lo
ria
: a
pp
a
ra
ti fu
n
eb
ri m
ed
icei p
er F
ilip
p
o
 II d
i S
p
a
gn
a
 e M
a
rg
h
erita
 
d’A
ustria, a cu
ra d
i M
o
n
ica B
ietti, C
atalo
g
o
 d
ella m
o
stra [ C
ap
p
elle M
ed
icee 1
3
 
 
m
arzo
 –
 2
7
 g
iu
gn
o
 1
99
9] , L
iv
o
rno
, 1
9
9
9
, p
p
.5
0
-6
7
; S
an
g
er, p
.8
6
. 
 
 
 
 
パ
ッ
シ
ニ
ャ
ー
ノ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。N
issm
an
 J. L
ee, D
o
m
en
ico
 C
resti (Il  
P
a
ssig
n
a
n
o
), 
1
5
5
9
-1
6
3
8
, 
a
 
T
u
sca
n
 
p
a
in
ter 
in
 
F
lo
ren
ce 
a
n
d
 
R
o
m
e, 
P
h
.D
., 
C
o
lu
m
b
ia U
n
iv
ersity, 1
9
79
; T
h
om
as, C
. A
. D
o
m
en
ico
 C
resti, Il P
assig
n
a
n
o
 (1
5
5
9
  
- 1
6
3
8
) an
d
 th
e R
o
m
a
n
 R
in
a
scità
: stu
d
ies in
 h
is relig
io
u
s p
a
in
tin
g
s fo
r R
o
m
e 
b
etw
een
 1
5
89
 a
nd
 1
61
6
, P
h
.D
., C
ase W
estern
 R
eserv
e U
n
iv
ersity, 1
9
9
5
; B
erti F., 
D
om
enico C
resti, il P
assignano, “
fra la natione fiorentina e veneziana”
 ,V
iatico
 
p
er 
il 
p
erio
d
 
g
io
va
n
ile 
co
n
 
u
n
a
 
in
ed
ita
 
S
a
cra
 
F
a
m
ig
lia
, 
F
iren
ze, 
2
0
1
3
. 
（
３７
）A
S
F
i, M
ed
iceo
 d
el P
rin
cip
ato
, 3
5
0
6
, cc. n.n
.; 3
5
07
; 3
5
1
5
, cc. n.n
.; N
issm
an
, 1
9
79
,  
p
.3
3
0
; M
atteo
li, 1
9
8
0
, p
p
.13
6
-1
37; S
a
cri S
p
len
d
o
ri, p
.3
8
. 
（
３８
）AS
F
i, G
u
ard
aro
b
a M
ed
icea, 3
3
2
, c.1
9
4
; C
o
n
ti, A
. “T
h
e reliq
u
ary
 ch
ap
el”, «A
p
ollo
», 
1
0
6
, 1
9
7
7
, pp
.1
9
8
-2
0
1
; C
h
iarin
i, 2
0
0
0
, p
.5
4
, fig
. 56
; G
o
ld
en
b
erg
 S
to
p
p
ato
, 2
0
14
,  
p
.4
0
. 
（
３９
）
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
タ
ル
キ
ア
ー
ニ
は
、
一
六
一
〇
年
に
聖
遺
物
容
器
を
制
作
し
た
金
細 
－24－ 
 
工
師
ア
ン
ド
レ
ア
・
タ
ル
キ
ア
ー
ニ
の
兄
弟
で
あ
る
。 
（
４０
）G
o
ld
en
b
erg
 S
to
p
p
ato
, 2
01
4
, p
.4
0
; S
an
g
er, 2
01
4
, p
.87
. 
（
４１
）G
o
ld
en
b
erg
 S
to
p
p
ato
, 2
01
4
, p
.4
0 
（
４２
）
ポ
ッ
ジ
ョ
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ー
レ
離
宮
内
の
礼
拝
堂
の
祭
壇
画
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た 
ヤ
コ
ポ
・
リ
ゴ
ッ
ツ
ィ
に
よ
る
《
聖
母
マ
リ
ア
を
幻
視
す
る
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
》（
一 
六
二
〇
年
代
初
め
）
に
は
ラ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
を
喚
起
す
る
山
岳
風
景
の
な
か
に
聖
人
は 
描
か
れ
て
い
る 
(S
an
g
er, 2
01
4
, p.8
7
.) 
。C
fr. N
ap
o
litan
o
 E
.C
., R
ep
resen
tin
g
 L
a 
M
ad
d
alen
a: th
e p
a
tro
n
a
g
e o
f M
a
ria
 M
a
d
d
a
len
a d’A
u
stria
 a
n
d
 th
e p
o
litics o
f  
D
evo
tio
n
, F
iren
ze, 1
6
2
1
-2
8
, M
A
, G
rad
u
ate S
ch
o
o
l o
f B
in
g
h
am
to
n
 U
n
iv
ersity
 
S
tate U
n
iv
ersity
 o
f N
ew
 Y
o
rk, 2
00
4
. 
（
４３
）B
ro
n
zin
i, S
ettim
an
a p
rim
a, gio
rn
ata terza, p
.6
0
. 
（
４４
）B
N
C
F, G
in
o
 C
ap
p
o
n
i 2
6
1
, C
esare T
in
g
h
i, D
ia
rio
 d
i co
rte, v
o
l.2
, fo
l.9
5
 v
erso
;  
S
an
g
er, 2
0
1
4
, p
p
.8
9
-9
1
. 
（
４５
）B
ro
n
zin
i, S
ettim
an
a p
rim
a, gio
rn
ata terza, p
.6
4
; H
o
p
p
e, 2
0
11
, P.2
3
8
. 
（
４６
）B
ro
n
zin
i, S
ettim
an
a p
rim
a, gio
rn
ata terza, p
.6
2
. 
（
４７
）T
in
g
h
i, vo
l.2
, fo
ls 1
3
0
, 1
37
 verso
; S
an
g
er, 2
01
4
, p
.88
, n
.7
8. 
（
４８
）T
in
g
h
i, fo
l. 13
7
 v
erso
; S
an
g
er, 2
0
1
4, p
.8
9
, n
.7
9
. 
（
４９
）S
an
g
er, 20
1
4
, p.8
9
. 
    
〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）「
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
妃
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
ダ
ウ
ス
ト
リ
ア
の
居
室
装
飾
の
分
析
」（
課
題
番
号
2
5
0
0
2
25
9
、
研
究
者
代
表
・
太
田
智
子
）
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
海
外
留
学
支
援
制
度
（
長
期
派
遣
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
大
学
院S
A
G
A
S
学
科
）      
